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は
じ
め
に

訓
詁
学
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
漢
代
以
降
、
歴
代
の
学
者
は
『
詩
經
』

に
様
々
な
註
釋
を
施
し
て
き
た
。
註
釋
は
、
文
字
よ
っ
て
書
か
れ
た
も

の
が
主
で
あ
る
が
、
図
を
も
っ
て
解
釈
す
る
「
圖
解
」
も
あ
る
。
し
か

し
、「
圖
解
」
は
こ
れ
ま
で
の
『
詩
經
』
研
究
の
な
か
で
、
文
字
に
よ
る

注
釈
ほ
ど
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
筆
者
は
『
詩
經
』
註
釋
史
に
お
い
て
圖
解
が
担
っ
た
役
割
に

着
目
し
、
現
存
す
る
中
で
も
早
い
時
期
の
『
詩
經
』
圖
解
で
あ
る
北
宋
・

歐
陽
修
補
訂
『
鄭
氏
詩
譜
』
か
ら
明
初
の
『
詩
經
大
全
』
の
附
録
「
詩

經
大
全
圖
」（
以
下
「
大
全
図
」
）
ま
で
の
八
種
を
取
り
上
げ
、
各
圖
解
の

編
纂
と
參
照
、
そ
し
て
圖
解
相
互
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ

て
き
た纊

。

ま
ず
、
編
纂
と
參
照
に
つ
い
て
、
欧
陽
修
が
鄭
玄
の
学
を
傳
え
る
た

め
に
補
訂
し
た
『
鄭
氏
詩
譜
』
と
編
纂
經
過
が
不
明
な
元
代
の
『
詩
集

傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』（
以
下
『
音
釋
纂
輯
』
）
の
附
録
「
詩
傳
圖
」
以
外

は
、
学
宮
で
使
用
す
る
科
挙
学
習
の
参
考
書
、
あ
る
い
は
参
考
書
の
附

録
と
し
て
編
纂
さ
れ
主
に
「
学
宮
」
で
使
用
さ
れ
た
。

次
に
、
圖
解
相
互
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
北
宋
か
ら
明
初
ま
で
の

圖
解
の
い
ず
れ
に
も
繼
承
関
係
が
あ
っ
た
。
特
に
、
元
代
か
ら
明
初
の

『
詩
經
』
圖
解
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
図
解
は
、
南
宋
・
楊
甲
『
六
經
圖
』

中
の
「
毛
詩
正
變
指
南
圖
」（
以
下
「
指
南
図
」
）
と
、
こ
れ
を
建
安
の
書

肆
が
改
編
、
増
補
し
た
『
毛
詩
圖
說
』
や
『
纂
圖
互
註
毛
詩
』
巻
頭
附

録
の
「
毛
詩
舉
要
圖
」（
以
下
「
挙
要
図
」
）
の
中
に
見
え
る
。

「
指
南
圖
」
の
内
容
は
、
毛
傳
や
鄭
箋
、
あ
る
い
は
陳
祥
道
『
礼
書
』

や
陸
佃
『
礼
象
』
な
ど
北
宋
中
期
ま
で
の
『
詩
』
や
『
礼
』
の
注
釈
が

「
詩
經
大
全
圖
」
と
「
詩
傳
圖
」

―
明
清
期
の
勅
撰
『
詩
經
』
圖
解
に
つ
い
て

―

原
　

田
　

　

　

信
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主
体
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
毛
詩
圖
說
』
は
欧
陽
修
の
『
詩
經
』

解
釈
を
加
え
た
上
で
圖
解
を
大
幅
に
増
補
し
て
お
り
、「
舉
要
圖
」
は

「
指
南
圖
」
に
南
宋
の
漏
刻
圖
な
ど
を
加
え
た
上
で
、
簡
単
で
あ
っ
た
圖

を
よ
り
詳
細
な
も
の
に
改
訂
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
元
代
の
『
六
經
圖

碑
』
に
あ
る
「
詩
經
圖
」
や
『
音
釋
纂
輯
』
の
「
詩
傳
圖
」
に
見
え
る

特
徴
は
、
南
宋
の
『
毛
詩
圖
說
』
や
「
舉
要
圖
」
に
朱
熹
を
主
と
す
る

南
宋
や
元
代
の
学
者
の
『
詩
經
』
解
釈
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
明
初
の
「
大
全
圖
」
は
元
の
「
詩
傳
圖
」
な
ど
を
も
と
に
編
纂
さ

れ
た
。

こ
の
よ
う
に
宋
代
か
ら
続
く
『
詩
経
』
圖
解
相
互
の
関
係
性
は
、
明

代
以
降
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
明
、
清
代
の
『
詩
經
』
圖
解
は
、
全
く

新
た
に
編
纂
さ
れ
た
形
式
の
も
の
以
外
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
南
宋
の
「
指

南
圖
」
や
元
代
の
「
詩
經
圖
」、
あ
る
い
は
明
初
の
「
大
全
圖
」
の
い
ず

れ
か
の
圖
解
に
基
づ
い
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
『
詩
經
』
圖
解
の
流
通
や
繼
承
状
況
を
明
か
に

す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
勅
撰

書
の
附
録
で
あ
る
「
大
全
圖
」
は
『
詩
經
』
の
「
公
的
な
」
解
釈
を
示

す
た
め
全
国
に
頒
布
さ
れ
て
お
り
、
権
威
あ
る
も
の
と
し
て
最
も
広
く

参
照
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
清
代
に
な
る
と
「
大
全
圖
」
は

康
熙
帝
の
勅
命
に
よ
り
改
訂
さ
れ
て
『
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
』
の
附
録

「
詩
傳
圖
」（
以
下
、
既
述
し
た
元
代
「
詩
傳
圖
」
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
欽

定
「
詩
傳
圖
」
と
す
る
）
と
な
り
中
国
内
外
で
参
照
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
明
、
清
代
に
お
け
る
『
詩
經
』
圖
解
の
編
纂
や
註
釋
と
し

て
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
以
下
で
は
最
も
多
く

の
人
々
に
参
照
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
「
大
全
圖
」
と
欽
定
「
詩
傳
圖
」
と

い
う
二
つ
の
勅
撰
圖
解
の
特
徴
と
編
纂
背
景
、
そ
し
て
繼
承
関
係
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
る
。

一
、「
詩
經
大
全
圖
」
の
特
徴

『
詩
經
大
全
』
は
明
の
永
楽
帝
が
經
書
の
解
釈
を
統
一
す
る
た
め
編
纂

を
命
じ
た
『
五
經
大
全
』
の
一
つ
で
あ
る
。
胡
廣
な
ど
四
十
二
名
が
編

纂
し
、
永
楽
十
三
年
（
一
四
一
五
）
に
完
成
し
た
。
巻
頭
に
は
附
録
と
し

て
「
詩
経
大
全
圖
」
全
二
十
五
圖
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
大
全
圖
」
の

特
徴
は
、
圖
示
さ
れ
た
項
目
と
各
圖
の
解
説
に
引
用
さ
れ
た
文
献
や
人

名
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
収
録
項
目
と
引
用
文
献
お
よ
び
人
名
を
表
一

に
示
し
、
引
用
数
の
割
合
を
表
二
に
示
し
た褜

。

表
二
に
示
し
た
よ
う
に
、「
大
全
図
」
の
中
で
最
も
引
用
数
が
多
い
の

は
南
宋
の
文
献
で
あ
る
。
な
か
で
も
突
出
し
て
い
る
の
は
朱
熹
の
『
詩

経
』
解
釈
で
あ
り
、
七
十
一
箇
所
と
個
人
の
言
説
と
し
て
は
最
も
多
い
。

こ
れ
に
次
ぐ
の
は
唐
以
前
の
毛
伝
、
鄭
箋
と
い
っ
た
『
詩
経
』
の
注
釈
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1
思
無
邪
圖

（

論

語

）・（

朱

傳

）

④
・（
蘇
傳
）・（
語
類
）

③

2
四
始
圖

【
朱
子/

詩
傳
綱
領
】

3
正
變
風
雅
之
圖

【
朱
子/

詩
傳
綱
領
】・（
朱
傳
）
③

4
詩
有
六
義
之
圖

【
語
録/

語
類
】

⑤
・（
朱
傳
）
⑧
・

【
周
禮
】

5
十
五
國
風
地

理
之
圖

引
用
文
無
し

6
靈
臺
辟
廱
之
圖

（
朱
傳
）
②
・【
朱
子

初
解/

讀
詩
記
】

7
皋
門
應
門
圖

（
不
明
）・（
朱
傳
）

8
泮
宮
圖

（
朱
傳
）

9
大
東
總
星
之
圖

（
朱
傳
）

10
七
月
流
火
之
圖

（
朱
傳
）・（
不

明
）・【
左
傳/

左
傳
疏
】

11
楚
丘
定
之
方
中
圖

（
朱
傳
）・（
詩
緝
）

12
公
劉
相
陰
陽
圖

【
経/

詩
経
公
劉
】・（
朱
傳
）・【
嚴
氏/

詩
緝
】・

【
西
山
真
先
生
儒
家
武
庫
所
著
公
劉
相
陰
陽
圖
】

13
豳
公
七
月
風
化
之
圖

【
朱
子
集
傳
所
載
王
氏
總
論/

朱
傳
引
王
安
石
】・（
朱

傳
）・【
張
氏
、
曹
氏/

詩
緝
引
張
栻
・
曹
粹
中
】・

（
詩
經
大
全
圖
）

14
冠
服
圖

（
說
文
）/

臺

笠
（

毛

傳
・

陸

氏
草
木
疏
）/

弁

（
鄭
箋
・
讀
詩
記

引
周
禮
正
義
）/

緇
撮
（
毛
傳
）・

（
朱
傳
）・（
三
禮

圖
）

15
衣
裳
圖

袞
衣
（
通
典
・

朱
傳
）/

羔
裘

（
朱
傳
・
不
明
）

/

狐
裘
（
朱
傳
）・

【
蘇
氏/

蘇
傳
】

/

繡
裳
（
毛
傳
）

/

芾
鞸
（
鄭
箋
）

/

邪
幅
（
朱
傳
）

/

瑱
【
正
義
注/

毛
詩
疏
】・（
詩

緝
）

表
一　

詩
経
大
全
図
の
収
録
項
目
及
び
引
用
文
献
・
人
名
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16
佩
用
之
圖

雜

佩
（

朱

傳

）/

觹

（
家
山
圖
書
）/
韘
【
古

注/

鄭
箋
】・（
詩
緝
）

縭
【
爾
雅
】・【
孫
氏/

爾
雅
孫
炎
注
】・【
集

傳/

朱
傳
】/

帨
【
禮

記
】・【
注/

禮
記
鄭

玄
注
】/

笄
【
説
文
】

/

揥
（
詩
經
旁
通
・
詩

緝
）

17
禮
器
圖

籩

（
周
禮
鄭
注
）/

豆
（
詩
集
傳
名
物
鈔
）/

俎

（
朱
傳
）/

簋
（
孝
經
鄭
注
）/

登
（
朱
傳
・
三
禮

圖
）/

爵
（
不
明
）/

斝
（
毛
詩
鄭
箋
）・【
孔
氏/

毛
詩
疏
】）/

罍
（
不
明
）・【
孔
氏/

周
禮
疏
】/

犧
尊
（
朱
傳
）/

壺
【
禮
器
注/

禮
記
鄭
玄
注
】/

秬
鬯
（
朱
傳
）・【
詩
經
早
麓
】/

卣
（
爾
雅
）・【
孫

炎/
爾
雅
孫
炎
注
】・【
郭
璞/

爾
雅
郭
璞
注
】/

楅

衡
（
朱
傳
）/
圭
璧
（
朱
傳
）・【
曹
氏/

曹
粹
中
】・

（
鄭
箋
）・【
孔
氏/

周
禮
疏
】/

圭
瓚
（
鄭
箋
）・

（
朱
傳
）、（
詩
緝
引
曹
粹
中
）・【
祭
統/

禮
記
】

18
樂
器
圖

琴
（
讀
詩
記
引
爾
雅
疏
）/

笙
簧
【
嚴
氏/

詩
緝
引
廣

雅
、
朱
傳
】・【
禮
書
】/

瑟
（
三
禮
圖
引
舊
圖
）/

簫

（
朱
傳
）・【
王
氏/

孔
疏
引
爾
雅
郭
璞
注
及
應
劭
風
俗

通
】/

管
（
朱
傳
）/

籥
（
鄭
箋
）・【
或
曰/

爾
雅
郭

璞
注
】/

柷
（
朱
傳
）/

圉
（
朱
傳
）/

塤
篪
（
朱
傳
）

②
（
詩
經
旁
通
引
毛
詩
樂
舞
器
圖
）/

鍾
磬
鼓
（
朱

傳
）
⑦
・【
何
伯
善
註
】・（
禮
記
）・（
禮
記
注
）/

虡

（
朱
傳
）・【
孔
氏/

毛
詩
疏
】

19
雜
器
圖

鼎
（
三
禮
圖
）·

（
不
明
）/

鬵
（
毛

傳
）・【
李
解/

毛

詩
李
黃
集
解
】/

錡
釜
（
毛
傳
）/

缶
（
孔
疏
）・（
不

明
）/

升
斗
（
漢

書
律
曆
志
）/

筐

筥
（
詩
緝
引
曹

粹
中
）・（
毛
傳
）

20
車
制
之
圖

輪
（
周
禮
考
工

記

）/

輻
（

周

禮
考
工
記
）/

轂
（

朱

傳

）/

輈
（
古
今
韻
會

舉
要
）

21
周
元
戎
圖

（
鄭
箋
）・（
王
應
麟
玉

海
小
字
注
）

22
秦
小
戎
圖

（
詩
經
小
戎
）

23
兵
器
服
圖

甲
（
禮
書
）・（
周
禮
）/

胄
【
説
文
】/

干
（
方
言
）/

戈
（
周
禮
考
工
記
）/

戚
（
不
明
）/

揚
（
毛
詩
疏
）/

殳
（
毛
傳
）・（
禮
書
）/

矛
（
朱
傳
）/

弓
（
周
禮
）・

（
不
明
）/

矢
【
説
文
】・【
釋
名
】/

虎
韔
（
朱
傳
）・（
毛

傳
）/

魚
服
（
周
禮
鄭
注
）・（
毛
詩
疏
）/

旟
旐
（
毛

傳
）・（
鄭
箋
）・（
朱
傳
）/

侯
（
朱
傳
）・（
不
明
）・（
毛

詩
疏
）・（
周
禮
注
）/

旂
（
朱
傳
）/

旄
（
朱
傳
）/

旌

（
朱
傳
）/

决
（
毛
詩
疏
）/

拾
（
朱
傳
）/

鞞
（
朱
傳
）

24
諸
國
世
次
圖

25
作
詩
時
世
圖

※  【　

】
内
は
「
大
全
図
」
中
に
明
示
さ
れ
た
書
名
ま
た
は
人
名
の
う
ち
、
出
典
が
わ
か
る
も
の
は
【　

】
内
に
斜
線
で
区
切
り
示
し
た
。「
大
全
図
」
で
は
出
典
が
明
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
出
典
が
推
定
で
き
る
も
の
は
、
そ
の
う
ち
最
も
早
い
時
期
の
書
名
を
（　

）
内
に
記
し
、
出
典
不
明
の
箇
所
は
（
不
明
）
と
し
た
。『
説
文
解
字
』
は
「
説
文
」、『
朱
子

語
類
』
は
「
語
類
」、
朱
熹
『
詩
集
傳
』
は
「
朱
傳
」、
蘇
轍
『
詩
集
傳
』
は
「
蘇
傳
」、『
呂
氏
家
塾
讀
詩
記
』
は
「
讀
詩
記
」
と
略
し
た
。
一
つ
の
項
目
に
お
い
て
同
じ
出
典
の

引
用
が
複
数
有
る
場
合
は
、
括
弧
の
後
◯
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
引
用
数
を
示
し
た
。
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や
、『
周
礼
』、『
礼
記
』、『
爾
雅
』
な
ど
名
物
に
関
す
る
記
載
の
多
い
經

書
の
本
文
や
注
疏
な
ど
で
あ
る
。

引
用
数
か
ら
見
て
、
朱
熹
の
『
詩
経
』
解
釈
が
傳
統
的
な
註
釋
と
と

も
に
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
朱
熹
の
解

釈
が
持
つ
重
要
性
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
表
一
に
あ
る
「
5
十
五
國

風
地
理
之
圖
」
以
下
は
主
に
南
宋
の
『
毛
詩
圖
說
』
や
「
舉
要
圖
」
な

ど
に
見
え
る
名
物
の
圖
解
を
そ
の
ま
ま
収
録
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

冒
頭
に
あ
る
「
1
思
無
邪
圖
」、「
2
四
始
圖
」、「
3
正
變
風
雅
之
圖
」、

「
4
詩
有
六
義
之
圖
」
の
四
圖
は
、
い
ず
れ
も
朱
熹
の
言
う
『
詩
経
』
を

学
ぶ
意
義
や
、
詩
の
「
四
始
」、「
正
変
」、「
六
義
」
と
い
う
『
詩
経
』

の
構
成
、
内
容
の
解
釈
に
関
わ
る
概
念
を
圖
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
元

代
以
前
の
図
解
は
例
外
無
く
冒
頭
に
地
理
圖
を
置
き
、
そ
の
後
に
王
侯

の
系
図
、
建
築
、
天
文
、
四
季
、
衣
服
な
ど
各
詩
の
歴
史
背
景
や
個
々

の
事
象
、
名
物
の
解
釈
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。「
大
全
図
」
は
こ

れ
ら
の
こ
と
よ
り
も
、
ま
ず
は
朱
熹
の
『
詩
経
』
解
釈
方
法
を
学
習
者

に
伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
。（
圖
一
）。

宋
代
に
は
「
思
無
邪
圖
」
の
よ
う
に
『
詩
經
』
の
意
義
や
解
釈
を
圖

示
し
た
圖
解
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
図
解
は
「
詩
」
の

作
成
年
代
を
示
し
た
欧
陽
修
『
鄭
氏
詩
譜
』
や
唐
宋
の
学
者
が
著
し
た

注
釈
を
部
分
的
に
引
用
す
る
以
外
、
圖
解
の
大
部
分
は
毛
傳
、
鄭
箋
、

年
代

引
用
人
名
・
書
名
（
典
拠
不
明
10
箇
所
を
除
き

全
173
箇
所
）

引
用
数

唐
以
前

周
礼
及
び
同
注
疏
（
11
）/

詩
経
本
文
（
9
）/

毛
詩
毛
傳
（
9
）/

毛
詩
鄭
箋
（
9
）/

毛
詩
孔

疏
（
9
）/
礼
記
及
び
同
注
疏
（
6
）/

爾
雅
及

び
孫
炎
・
郭
璞
注
（
6
）/

説
文
解
字
（
4
）/

毛
詩
草
木
鳥
獣
虫
魚
疏
・
論
語
・
春
秋
左
氏
傳

疏
・
孝
経
注
・
漢
書
・
方
言
・
釈
名
・
通
典

（
各
1
）

71

北
宋

聶
崇
義
三
禮
圖
（
3
）/

陳
祥
道
礼
書
（
3
）/

蘇
轍
詩
集
傳
（
2
）

8

南
宋

朱
熹
詩
集
傳
・
朱
子
語
類
・
家
山
圖
書
・
詩
傳

綱
領
（
71
）/

嚴
粲
詩
緝
（
9
）/

呂
祖
謙
呂
氏

家
塾
讀
詩
記
（
3
）/

玉
海
・
曹
粹
中
・
眞
徳

秀
の
西
山
眞
先
生
儒
家
武
庫
所
著
公
劉
相
陰
陽

圖
・
毛
詩
李
黃
集
解
（
各
1
）/

87

元
代
・
明
代

梁
益
詩
經
旁
通
（
2
）/

詩
經
大
全
圖
（
2
）/

何
伯
善
・
詩
集
傳
名
物
鈔
・
古
今
韻
會
舉
要

（
各
1
）

7

表
二　

「
詩
經
大
全
圖
」
引
用
文
献
・
人
名
の
割
合
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正
義
に
よ
っ
て
い
た鍈

。
こ
れ
に
対
し
て
、「
大
全
圖
」
は
朱
熹
の
『
詩
経
』

解
釈
を
根
幹
と
し
て
お
り
、
他
の
諸
家
の
注
釈
に
よ
っ
て
朱
熹
の
解
釈

を
補
っ
た
圖
解
で
あ
っ
た
。

二
、「
詩
經
大
全
圖
」
の
編
纂
背
景
と
そ
の
根
拠

「
大
全
圖
」
は
ど
の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

『
詩
經
大
全
』
の
「
凡
例
」
に
は
「
名
物
等
圖
、
一
依
廬
陵
羅
氏
所
集
。

諸
國
世
次
及
作
詩
世
時
圖
、
一
依
安
城
劉
氏
。
存
之
以
備
觀
覽
」
と
あ

る
。
凡
例
中
の
「
引
用
先
儒
姓
氏
」
に
よ
る
と
、「
廬
陵
羅
氏
」
す
な
わ

ち
元
の
羅
復
が
集
め
た
名
物
の
圖
、
そ
し
て
「
安
城
劉
氏
」
す
な
わ
ち

元
の
劉
瑾
「
諸
國
世
次
」
と
「
作
詩
世
時
圖
」
に
依
拠
し
た
と
す
る
。

凡
例
に
は
図
解
の
収
録
さ
れ
て
い
た
書
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
羅
復
は
『
音
釋
纂
輯
』、
劉
瑾
は
『
詩
集
傳
通
釋
』
を
著
し
て
お
り
、

現
存
す
る
両
書
に
は
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
圖
解
が
附
さ
れ
て
い
る銈

。
こ
の

う
ち
、
劉
瑾
『
詩
集
傳
通
釋
』
に
あ
る
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
世
時

圖
」
は
「
大
全
圖
」
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
も
の
だ
が
、
羅
復
が
集
め
た
と

い
う
名
物
の
圖
解
は
版
本
に
よ
っ
て
や
や
異
な
る
。

例
え
ば
、
現
存
す
る
『
音
釋
纂
輯
』
の
う
ち
最
も
早
い
時
期
の
版
本

で
あ
る
元
・
至
正
十
一
年
（
一
三
五
一
）「
雙
桂
書
堂
重
刊
本
」
の
巻
頭

に
は
「
詩
傳
圖
」
全
十
六
圖
が
あ
る
。
こ
れ
は
最
後
に
「
詩
傳
圖
畢
」

と
あ
り
、「
大
全
圖
」
よ
り
圖
解
の
数
が
少
な
い
も
の
の
、
圖
と
解
説
は

全
く
同
じ
で
あ
る蓜

（
圖
二
）。
こ
れ
は
「
15
衣
裳
圖
」
以
下
の
図
解
に
項

目
名
が
無
く
、
衣
裳
図
の
あ
と
に
「
23
兵
器
服
圖
」
の
一
部
が
続
い
て

圖
一　

成
化
本
「
詩
經
大
全
圖
」
の
「
思
無
邪
圖
」
と
「
四
始
圖
」
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い
る
な
ど
体
裁
が
不
自
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
後
半

部
分
が
失
わ
れ
た
「
詩
傳
圖
」
を
重
刊
し
た
ら
し
い
。

ま
た
、
清
の
咸
豐
五
年
（
一
八
五
五
）
蔣
光
煦
が
翻
刻
し
た
『
音
釋
纂

輯
』
は
「
至
正
十
一
年
雙
桂
書
堂
刊
本
」
の
影
鈔
本
を
底
本
と
し
て
い

る
。
こ
ち
ら
の
「
詩
傳
圖
」
は
劉
瑾
の
「
諸
國
世
次
圖
」、「
作
詩
世
時

圖
」
以
外
の
二
十
三
圖
す
べ
て
を
収
録
し
て
お
り
、
圖
解
の
内
容
は
「
大

全
圖
」
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
わ
ず
か
に
戦
車
を
圖
示
し
た
「
21
周
元
戎

圖
」
と
「
22
秦
小
戎
圖
」
の
解
説
が
異
な
る
。　

こ
の
「
詩
傳
圖
」
は
「
周
元
戎
圖
」
に
つ
い
て
『
詩
経
』「
六
月
」
の

「
元
戎
十
乘
、
以
先
啟
行
」
を
引
き
、
続
け
て
『
詩
集
傳
』
の
抜
粋
と
思

わ
れ
る
「
元
、
大
也
。
戎
、
戎
車
也
。
先
軍
之
前
鋒
也
。
宣
王
時
、
玁

狁
內
侵
、
命
尹
吉
甫
帥
師
伐
之
。
詩
人
言
、
其
建
此
旌
旗
、
選
鋒
銳
進
、

聲
其
罪
以
致
討
焉
。
直
而
壯
、
律
而
臧
、
戰
必
勝
矣
」
を
引
用
す
る
こ

と
で
、「
六
月
」
詩
に
お
け
る
「
元
戎
」
の
歴
史
的
背
景
を
説
明
し
て
い

る
。
ま
た
「
秦
小
戎
圖
」
に
つ
い
て
は
「
秦
於
西
戎
不
共
戴
天
之
讎
。

襄
公
上
承
天
子
之
命
、
率
其
國
人
征
之
。
故
其
從
役
者
之
家
人
誇
其
兵

甲
之
盛
如
此
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
小
戎
」
の
詩
序
を
解
説
し

た
も
の
と
思
わ
れ
、
先
の
「
元
戎
」
と
同
様
、
詩
に
お
け
る
「
小
戎
」

の
意
義
を
説
明
し
て
い
る俉

。

一
方
、「
大
全
圖
」
は
「
戎
車
也
」
の
後
に
「
元
戎
、
甲
士
三
人
同
載
、

左
持
弓
、
右
持
矛
、
中
御
。
戈
、
殳
、
㦸
、
矛
挿
於
輢
上
。
畫
鳥
隼
之

章
」
と
い
う
注
釈
を
引
き
「
元
戎
」
の
様
子
を
説
明
し
て
い
る炻

。「
秦
小

戎
圖
」
も
同
様
に
「
小
戎
」
詩
に
あ
る
「
小
戎
俴
收
、
五
楘
梁
輈
…
」

と
い
う
「
小
戎
」
の
描
写
を
抜
粋
し
て
そ
の
様
子
を
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
詩
傳
圖
」
は
事
物
と
詩
の
解
釈
の
関
わ
り
を
、「
大
全

図
」
は
事
物
自
体
の
説
明
を
重
ん
じ
る
傾
向
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

し
か
し
、
全
体
か
ら
み
れ
ば
両
図
の
差
異
は
僅
か
な
も
の
で
あ
り
、

圖
二　

『
音
釋
纂
輯
』
の
「
詩
傳
図
」
に
見
え
る
「
思
無
邪
圖
」
と
「
四
始
圖
」
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羅
復
や
劉
瑾
の
圖
解
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
『
詩
經
大
全
』
に
収
録
さ
れ
た
。

こ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
朱
子
学
の
広
ま
り
で
あ
る
。
明

は
元
代
に
朱
熹
の
『
詩
經
』
解
釈
が
隆
盛
し
延
祐
二
年
（
一
三
一
五
）
に

は
科
挙
の
基
準
と
な
っ
た
状
況
を
受
け
継
ぎ
、
朱
熹
の
解
釈
を
公
的
な

解
釈
と
し
た昱

。
こ
の
た
め
、『
詩
經
大
全
』
が
朱
熹
の
解
釈
を
根
幹
と
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。『
詩
經
大
全
』
の
凡
例
に
も
、
朱
熹
の

『
詩
集
傳
』
を
主
と
し
、
こ
れ
に
反
す
る
註
釋
を
削
除
す
る
こ
と
で
、

人
々
が
惑
う
こ
と
の
な
い
こ
と
を
期
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る棈

。

「
詩
傳
圖
」
の
編
者
羅
復
は
廬
陵
の
人
、
字
が
中
行
で
あ
る
こ
と
以
外
、

そ
の
經
歴
は
明
ら
か
で
は
な
い鋹

。
た
だ
し
『
音
釋
纂
輯
』
は
朱
子
学
の

発
揚
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
許
謙
の
『
詩
集
傳
名
物
抄
』
に
音
釈

を
施
し
た
著
作
で
あ
る
こ
と
か
ら曻

、
羅
復
は
朱
子
学
の
影
響
下
に
あ
っ

た
学
者
ら
し
い
。
ま
た
、「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
世
時
圖
」
の
編
者

で
あ
る
劉
瑾
も
朱
子
学
の
学
者
で
あ
っ
た彅

。「
朱
子
一
尊
」
の
風
潮
の
な

か
で
、
朱
熹
の
学
統
に
連
な
る
学
者
が
編
纂
し
、
朱
熹
の
『
詩
経
』
解

釈
が
反
映
さ
れ
た
圖
解
は
、
そ
の
ま
ま
収
録
す
る
に
十
分
な
も
の
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
『
詩
経
大
全
』
の
編
纂
責
任
者
で
あ
っ
た
胡

廣
が
吉
水
（
現
在
の
江
西
省
吉
水
県
）、
羅
復
が
廬
陵
（
同
吉
安
県
）、
劉
瑾

が
安
成
（
同
安
福
県
）
の
人丨

と
い
う
よ
う
に
極
め
て
近
い
地
域
の
出
身
で

あ
り
、
胡
廣
が
両
者
の
著
作
を
容
易
に
入
手
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
こ

と
は
、
羅
復
と
劉
瑾
の
図
解
を
収
録
し
た
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
明
代
に
お
け
る
「
詩
經
大
全
圖
」
の
翻
刻
と
傳
播

『
五
經
大
全
』
は
朝
廷
や
官
衙
、
書
肆
に
よ
っ
て
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
。

刊
刻
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
に
は
成
化
七
年
刊
本
、
嘉
靖
元
年
の
建
寧

書
戸
劉
輝
刻
本
、
嘉
靖
二
十
七
年
宗
文
堂
刻
本
刊
本
な
ど
が
あ
り
、
時

期
不
明
な
が
ら
刊
刻
者
が
明
ら
か
な
も
の
に
は
徳
寿
堂
刻
本
、
詩
痩
堂

刻
本
、
樹
駿
堂
刊
本仡

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
萬
暦
年
間
（
一
五
七
三
～
一

六
二
〇
）
に
は
書
肆
が
当
時
の
高
官
で
あ
っ
た
葉
向
高
（
一
五
五
九
～
一

六
二
七
）
の
名
を
冠
し
た
『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經
大
全
』
が
刊

刻
さ
れ
て
い
る仼

。

こ
の
ほ
か
、『
詩
經
大
全
』
以
外
に
も
「
大
全
圖
」
は
収
録
さ
れ
た
。

例
え
ば
坊
本
の
『
五
經
大
全
』
に
誤
字
の
多
い
こ
と
か
ら
正
統
十
二
年

（
一
四
四
七
）
司
礼
監
が
刊
刻
し
た
『
詩
集
傳
』
に
附
さ
れ
た
「
詩
圖
」

は
、
名
称
こ
そ
異
な
る
が
「
大
全
圖
」
と
全
く
同
じ
圖
解
で
あ
る伀

。

『
五
經
大
全
』
の
度
重
な
る
刊
刻
と
流
布
に
よ
っ
て
そ
の
圖
解
も
広
く

参
照
さ
れ
た
よ
う
で
、
万
暦
四
十
二
年
（
一
六
一
四
）
の
『
五
經
圖
』
李

維
楨
序
に
は
「
國
家
頒
五
經
大
全
、
學
宮
皆
有
圖
」
と
あ
る伃

。
こ
れ
は

朝
廷
が
各
地
の
学
宮
に
頒
布
し
た
『
五
經
大
全
』
の
図
解
に
限
っ
て
言

及
し
た
も
の
だ
が
、
書
肆
が
刊
行
し
た
も
の
や
『
詩
経
大
全
』
以
外
の
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書
物
に
附
さ
れ
た
「
大
全
図
」
の
存
在
か
ら
す
れ
ば
、
同
図
は
「
学
宮
」

か
個
人
か
を
問
わ
ず
全
国
に
普
及
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
詩
經
大
全
圖
」
は
明
の
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
で
も
翻

刻
さ
れ
た
。
明
の
影
響
を
受
け
た
朝
鮮
に
は
『
五
経
大
全
』
の
「
寧
邊

府
刊
本伹

」
や
「
国
安
寺
翻
刻
本佖

」
が
あ
る
。「
寧
邊
府
刊
本
」
は
朝
鮮
か

日
本
の
学
者
に
よ
っ
て
圖
解
全
体
に
朱
墨
の
批
文
や
圈
點
が
書
き
込
ま

れ
て
お
り
、
学
ば
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
日
本
で
は
承
応
二
年
（
一
六
五

三
）
の
林
羅
山
校
点
『
官
版
五
經
大
全
』
に
『
申
学
士
詩
經
大
全
』
が

収
録
さ
れ
て
い
る侒

。

こ
の
ほ
か
に
も
、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）、
明
經
博
士
の
舟
橋
師
賢

（
一
七
八
三
～
一
八
三
二
）
が
筆
写
し
た
「
詩
經
圖
略
」
が
あ
る
。
こ
れ
に

は
「
思
無
邪
圖
」、「
四
始
圖
」、「
正
變
風
雅
之
圖
」、「
詩
有
六
義
之
圖
」

の
四
圖
が
無
い
が
、
他
の
圖
と
解
説
は
「
大
全
圖
」
と
全
く
同
じ
で
あ

る
。「
詩
經
圖
略
」
を
筆
写
し
た
經
過
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、

圖
解
に
は
『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經
大
全
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
大
全
圖
」
に
特
徴
的
な
圖
柄
が
見
え
、
少
な
く
と
も
こ
の
種
の
坊
本
を

筆
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。

『
詩
經
大
全
』
は
各
地
で
翻
刻
、
参
照
さ
れ
た
が
、
明
代
よ
り
劉
瑾

『
詩
集
傳
通
釋
』
の
剽
窃
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た侊

。「
大

全
圖
」
も
、
結
局
は
羅
復
が
諸
圖
よ
り
集
め
た
「
詩
傳
圖
」
と
、
劉
瑾

が
編
纂
し
た
「
諸
國
世
次
圖
」、「
作
詩
世
時
圖
」
と
を
合
わ
せ
て
一
部

の
内
容
を
改
め
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
創
意
の
あ
る
圖
解
で
あ
っ
た

と
は
言
い
が
た
い
。
し
か
し
、『
詩
経
』
図
解
の
継
承
や
普
及
に
つ
い
て

言
え
ば
、「
大
全
図
」
は
二
つ
の
側
面
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

一
つ
は
、
羅
復
や
劉
瑾
の
圖
解
を
広
く
伝
え
た
こ
と
で
あ
る
。
両
図

解
は
「
大
全
図
」
に
収
録
さ
れ
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
普
及
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
特
に
羅
復
『
音
釋
纂
輯
』
が
傳
来
の
少
な
い
書

物
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
書
を
初
め
て
著
録
し
た
明
の
黃
虞
稷
『
千
頃

堂
書
目
』
以
降
、
朱
彝
尊
『
經
義
考
』
を
除
き
清
代
中
後
期
ま
で
書
目

に
著
録
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
伺
え
る侚

。
一
方
、
劉
瑾
の
『
詩
集
傳

通
釋
』
は
『
四
庫
全
書
』
に
収
録
さ
れ
日
本
で
も
幾
度
か
刊
刻
さ
れ
た

が
、
い
ず
れ
に
も
「
諸
國
世
次
圖
」
と
「
作
詩
世
時
圖
」
は
見
え
ず
、

両
図
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る侔

。
こ
の
よ
う
に

朱
熹
の
『
詩
経
』
解
釈
を
反
映
し
た
元
代
の
図
解
は
「
大
全
圖
」
と
し

て
勅
撰
書
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
で
失
傳
を
免
れ
、
世
に
広
ま
る
こ
と
と

な
っ
た
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
「
大
全
図
」
が
他
の
図
解
の
刊
刻
を
促
し
た

こ
と
で
あ
る
。『
五
経
大
全
』
の
図
解
は
勅
撰
書
の
附
録
と
し
て
各
地
の

学
宮
に
頒
布
さ
れ
、
学
習
者
が
参
照
す
る
こ
と
を
規
定
さ
れ
て
い
た
。
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こ
う
し
て
全
国
規
模
で
参
照
さ
れ
る
中
で
、
万
暦
年
間
に
な
る
と
「
大

全
図
」
の
内
容
と
は
異
な
る
宋
元
の
『
詩
経
』
図
解
を
翻
刻
す
る
動
き

が
起
こ
っ
た
。
例
え
ば
、
明
代
の
『
詩
経
』
図
解
の
う
ち
、
比
較
的
早

い
時
期
の
吳
繼
仕
『
七
経
図
』（
南
宋
・
楊
甲
『
六
経
図
』
の
翻
刻
、「
指
南

圖
」
を
収
録
）
や
盧
謙•
章
達
翻
刻
『
六
経
図
碑
』（
元
・
盧
天
祥
『
六
経

図
碑
』
の
翻
刻
、「
詩
経
図
」
を
収
録
）
の
序
に
は
、『
五
経
大
全
』
の
図
解

と
の
異
同
を
意
識
し
て
翻
刻
し
た
こ
と
が
見
え
る俍

。『
五
経
大
全
』
の
図

解
に
よ
っ
て
経
書
の
図
解
の
標
準
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
か
え
っ
て
同

図
と
は
異
な
る
宋
元
の
図
解
が
注
目
さ
れ
、『
詩
経
』
の
図
解
も
そ
の
参

照
価
値
を
見
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四
、「
詩
經
大
全
圖
」
と
『
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
』
に

　
　

附
さ
れ
た
「
詩
傳
圖
」
の
異
同

『
五
經
大
全
』
は
清
代
の
初
期
に
も
引
き
続
き
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
康

熙
三
十
五
年
の
徐
九
一
輯
本
と
康
熙
五
十
六
年
の
黃
際
飛
校
訂
本
（
と

も
に
三
畏
堂
刊
本
）、
同
年
の
古
吳
菊
遷
書
屋
刊
本
や
吳
郡
寶
翰
樓
刊
本

な
ど
多
く
が
現
存
し
て
い
る偀

。
こ
の
よ
う
に
『
五
經
大
全
』
が
絶
え
る

こ
と
な
く
刊
刻
さ
れ
た
の
は
、
清
代
初
期
の
科
挙
制
度
が
明
代
の
制
度

を
踏
襲
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
五
經
大
全
』
に
代
わ
る
べ
き
テ
キ
ス

ト
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る倢

。『
詩
經
』
に
つ
い
て
い
え
ば
、
清
代
の
科

挙
制
度
は
明
代
と
同
じ
く
朱
熹
の
『
詩
経
』
解
釈
を
基
準
と
し
て
い
た
。

清
が
勅
撰
經
書
の
編
纂
に
着
手
し
た
の
は
、
順
治
十
三
年
（
一
六
五

六
）、
順
治
帝
が
傅
以
漸
に
命
じ
て
明
の
『
周
易
傳
義
大
全
』
を
補
訂
し

『
易
經
通
注
』
を
編
纂
さ
せ
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
し
ば
ら

く
の
間
は
勅
撰
經
書
の
編
纂
は
行
わ
れ
ず
、
再
び
編
纂
が
開
始
さ
れ
る

の
は
康
煕
十
九
年
（
一
六
八
〇
）、
康
熙
帝
に
よ
り
『
日
講
四
書
解
義
』

と
『
日
講
書
經
解
義
』
の
編
纂
が
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て

康
煕
六
十
年
（
一
七
二
一
）
に
な
り
『
詩
經
大
全
』
に
代
わ
る
勅
撰
書
と

し
て
、
王
鴻
緒
な
ど
に
よ
り
朱
熹
の
解
釈
を
主
と
し
た
『
欽
定
詩
經
傳

說
匯
纂
』（
以
下
で
は
『
傳
說
匯
纂
』
）
が
編
纂
さ
れ
た俿

。
こ
の
『
傳
說
匯

纂
』
巻
頭
に
は
、
欽
定
「
詩
傳
圖
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。

『
傳
說
匯
纂
』
の
序
文
や
凡
例
に
は
、
欽
定
「
詩
傳
圖
」
が
何
に
基
づ

き
編
纂
さ
れ
た
か
明
確
な
記
載
は
な
い
。
だ
が
、
欽
定
「
詩
傳
圖
」
と

「
詩
經
大
全
圖
」
の
図
と
は
全
く
同
じ
で
あ
り
、
さ
ら
に
欽
定
「
詩
傳
圖
」

に
は
「
案
大
全
原
圖
」
や
「
大
全
舊
圖
」（
十
五
國
風
地
理
圖
）、「
胡
氏

廣
纂
大
全
圖
曰
」（
公
劉
相
陰
陽
圖
）
と
い
う
よ
う
に
「
大
全
圖
」
を
参

照
し
た
こ
と
示
す
案
語
が
複
数
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
し
て
、
欽

定
「
詩
傳
圖
」
は
「
大
全
圖
」
を
底
本
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

し
か
し
、「
詩
傳
圖
」
と
「
大
全
圖
」
と
を
比
べ
る
と
、
解
説
の
多
く
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は
異
な
っ
て
い
る
。「
詩
傳
圖
」
の
解
説
は
、「
大
全
圖
」
で
は
明
記
さ

れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
出
典
を
す
べ
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
ま
と

め
た
も
の
が
表
三
で
あ
り
、
引
用
の
割
合
は
表
四
の
よ
う
に
な
る
。

表
四
に
あ
る
よ
う
に
、
欽
定
「
詩
傳
圖
」
の
註
釋
は
「
大
全
圖
」
の

方
に
は
註
釋
が
な
い
「
作
詩
時
世
圖
」
の
引
用
数
を
除
く
と
、『
毛
詩
』

注
疏
な
ど
唐
以
前
の
註
釋
が
最
も
多
い
。
こ
れ
に
次
い
で
多
い
の
は
、

陳
祥
道
が
大
部
分
を
占
め
る
北
宋
の
註
釋
と
朱
熹
に
代
表
さ
れ
る
南
宋

の
註
釋
で
あ
る
。
こ
の
割
合
は
、「
大
全
圖
」
が
南
宋
諸
家
の
説
を
最
も

多
く
引
用
し
、
唐
以
前
の
註
釋
が
こ
れ
に
次
い
だ
の
と
は
対
称
的
で
あ

る
。

『
傳
說
匯
纂
』
の
雍
正
帝
序
や
凡
例
に
は
朱
熹
の
『
詩
集
傳
』
を
主
と

す
る
こ
と
、
そ
し
て
漢
か
ら
明
ま
で
の
諸
家
の
説
の
う
ち
、
朱
熹
の
説

に
合
致
す
る
も
の
、
義
理
に
詳
し
く
『
詩
經
』
の
主
旨
を
補
う
も
の
を

本
文
の
注
と
し
て
収
録
し
、
朱
熹
の
説
と
異
な
っ
て
い
て
も
義
理
に
長

じ
た
説
は
附
録
に
収
録
し
た
と
あ
る倞

。『
傳
說
匯
纂
』
の
編
纂
方
針
は
、

朱
熹
の
解
釈
を
根
幹
に
据
え
る
と
い
う
点
こ
そ
『
詩
經
大
全
』
と
共
通

し
て
い
る
が
、『
詩
經
大
全
』
が
「
朱
子
一
尊
」
を
標
榜
し
て
異
説
を
排

斥
し
た
の
に
対
し
て
、『
傳
說
匯
纂
』
は
朱
熹
の
説
を
主
体
と
し
な
が
ら

も
、
広
く
諸
家
の
説
を
採
録
す
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
た
。
両
圖
解
の

相
違
は
、
二
つ
の
書
物
の
編
纂
方
針
の
相
違
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。こ

の
よ
う
に
両
圖
解
の
解
説
は
異
な
っ
て
い
た
が
、
圖
は
全
く
同
じ

で
あ
る
（
圖
三
）。

既
述
し
た
よ
う
に
「
大
全
圖
」
が
実
質
的
に
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
解
で

あ
る
こ
と
は
『
詩
經
大
全
』
の
凡
例
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、『
傳
說
匯
纂
』

の
編
纂
者
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、『
傳
說

匯
纂
』
の
凡
例
に
は
、『
詩
經
』
解
釈
に
は
古
く
よ
り
圖
譜
が
用
い
ら
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
「
圖
は
三
代
の
旧
を
傳
え
る
も
の
」
な
の
で
収
録
し
、

合
わ
せ
て
考
証
を
附
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、「
大
全
圖
」

の
由
来
や
羅
復
と
劉
瑾
の
圖
の
正
否
に
つ
い
て
は
、
全
く
触
れ
て
い
な

い偆

。
『
傳
說
匯
纂
』
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
、
元
代
の
儒
者
に
対
す
る
評
価
は

明
代
の
儒
者
よ
り
も
相
対
的
に
高
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、『
傳
說
匯
纂
』

の
編
纂
者
は
元
人
の
作
成
し
た
圖
で
あ
れ
ば
、
そ
の
由
来
は
わ
か
ら
な

く
と
も
、
何
か
し
ら
古
い
も
の
を
傳
え
て
い
る
と
考
え
た
可
能
性
が
あ

る偰

。
あ
る
い
は
、
北
宋
以
後
、
圖
は
言
葉
や
文
字
と
異
な
り
解
釈
に
よ
っ

て
見
解
が
分
か
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た偂

。
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
、
註
釋
さ
え
あ
ら
た
め
れ
ば
、
圖
を
考
証
す
る
必
要
は

な
い
と
判
断
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
『
傳
說
匯
纂
』
の

編
纂
者
が
注
目
し
た
の
は
圖
の
解
釈
基
準
で
あ
り
、
圖
に
何
が
描
か
れ
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1
思
無
邪
圖

（
論
語
）・【
朱
子
】
④
・

【
蘇
氏
】・（
語
類
）
③

2
四
始
圖

【
朱
子
】

3
正
變
風
雅
之
圖

【
朱
子
】
④

4
詩
有
六
義
之
圖

【
朱
子
】・【
周
礼
】

5
十
五
國
風
地
理
之
圖

【
周
氏
斯
盛
】【
地
理

志
】【
詩
】【
蔡
傳
】

【
大
全
原
圖
】【
輿
圖
地

志
】【
朱
傳
】【
周
斯
盛

輯
山
西
通
志
】【
國
語
】

6
靈
臺
辟
廱
之
圖

【
鄭
氏
康
成
】【
孔
氏
穎

達
】【
朱
子
】【
劉
氏

瑾
】

7
皋
門
應
門
圖

【
鄭
氏
康
成
】【
孔
氏
穎
達
】【
朱
子
】

8
泮
宮
圖

【
朱
子
】

9
大
東
總
星
之
圖

【
朱
子
】

10
七
月
流
火
之
圖

【
孔
穎
達
】・【
朱
子
】

11
楚
丘
定
之
方
中
圖

【
鄭
氏
康
成
】【
朱
子
】

12
公
劉
相
陰
陽
圖

【
朱
子
】【
嚴
氏
粲
】【
胡
氏
廣
大
全
】

13
豳
公
七
月
風
化
之
圖

【
胡
氏
廣
】【
張
子
】【
朱
子
】【
曹
氏
粹
中
】【
胡

氏
廣
】

14
冠
服
圖

　

 

【

陳

祥

道

】/

弁
【

孔

穎

達

】

【
註
】/

臺
笠
【
鄭

氏
康
成
】【
陸
氏

璣
】【
孔
穎
達
】/

緇
撮
【
毛
氏
萇
】

【
陳
氏
祥
道
】【
朱

子
】

15
衣
裳
圖

袞
衣
【
朱
子
】/

羔
裘

【
朱
子
】/

狐
裘
【
朱

子
】/

繡
裳
【
考
工
記
】

【
鄭
氏
康
成
】【
朱
子
】

【
梁
氏
益
】/

芾
鞸
【
鄭

氏
康
成
】/

邪
幅
【
鄭

氏
康
成
】【
孔
氏
穎
達
】

/

瑱
【
毛
氏
萇
】【
鄭

氏
康
成
】【
陳
氏
祥
道
】

表
三　

欽
定
「
詩
傳
図
」
に
お
け
る
引
用
・
参
照
文
献
、
人
名
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16
佩
用
之
圖

雜

佩
【

朱

子

】/

觹

【
毛
氏
萇
】【
鄭
氏
康

成
】/

韘
【
毛
氏
萇
】

【
鄭
氏
康
成
】【
陳
氏
祥

道
】/

縭
【
爾
雅
】【
孫

氏
炎
】【
朱
子
】/

帨

【
內
則
】【
鄭
氏
康
成
】

/

笄
【
嚴
氏
粲
】/

揥

【
毛
萇
】【
孔
穎
達
】

17
禮
器
圖

籩
【
鄭
氏
康
成
】/

豆
【
聶
氏
崇
義
】/

俎

【
陳
祥
道
】/

簋
【
陳
氏
祥
道
】/

登
【
陳
氏

祥
道
】/

爵
【
聶
氏
崇
義
】/

斝
【
禮
記
明

堂
位
】【
鄭
氏
康
成
】/

罍
【
陸
氏
德
明
】/

犧
尊
【
朱
子
】/

壺
【
許
氏
慎
】【
鄭
氏
康

成
】/

秬
鬯
【
毛
氏
萇
】【
孔
氏
穎
達
】【
朱

子
】/
卣
【
爾
雅
】【
孫
氏
炎
】【
郭
氏
璞
】

/

楅
衡
【
孔
氏
穎
達
】/

圭
璧
【
周
禮
典
瑞
】

【
鄭
氏
康
成
】/
圭
瓚
璋
瓚
【
陳
祥
道
】

18
樂
器
圖

琴
【
陳
氏
祥
道
】/

瑟
【
陳
氏
祥
道
】/

笙
簧
【
陳

氏
祥
道
】【
嚴
氏
粲
】/

簫
【
應
氏
邵
】【
郭
氏
璞
】

【
孔
氏
穎
達
】/

管
【
鄭
氏
康
成
】【
郭
氏
璞
】/

籥

【
毛
氏
萇
】【
朱
子
】/

柷
【
郭
氏
璞
】/

塤
【
陳
氏

祥
道
】/

圉
【
郭
氏
璞
】/

篪
【
賈
氏
公
彥
】/

鍾

【
陳
氏
祥
道
】/

磬
【
陳
氏
祥
道
】/

鼓
【
陳
氏
祥

道
】【
鄭
氏
康
成
】【
大
全
】【
記
】【
爾
雅
注
】/

虡
【
考
工
記
】【
毛
氏
萇
】【
鄭
氏
康
成
】【
孔
氏

穎
達
】

19
雜
器
圖

鼎
【
陳
氏
祥
道
】

/

鬵
【

毛

氏

萇

】

【
許
氏
慎
】/

錡
釜

【
毛
氏
萇
】【
陸
氏

德
明
】/

缶
【
孔

氏
穎
達
】/

升
斗

【
班
氏
固
】【
陳
氏

祥
道
】/

筐
筥
【
陳

氏
祥
道
】

20
車
制
之
圖

輪
【
陳
氏
祥
道
】/

輻

【
陳
氏
祥
道
】/

轂
【
陳

氏
祥
道
】【
朱
子
】/

輈
【
陳
氏
祥
道
】

21
周
元
戎
圖

【
毛
氏
萇
】【
朱
子
】

22
秦
小
戎
圖

【
朱
子
】

23
兵
器
服
圖

甲
【
考
工
記
】【
陳
氏
祥
道
】/

胄
【
許
氏
慎
】【
陳

氏
祥
道
】/

干
【
揚
氏
雄
】【
陳
氏
祥
道
】/

戈
【
考

工
記
】【
陳
氏
祥
道
】/

戚
【
毛
氏
萇
】【
劉
氏
熙
】

/

揚
【
孔
氏
穎
達
】/

殳
【
陳
氏
祥
道
】/

矛
【
考

工
記
】【
陳
氏
祥
道
】/

弓
【
陳
氏
祥
道
】/

矢
【
許

氏
慎
】【
劉
氏
熙
】/

虎
韔
【
朱
子
】/

魚
服
【
朱

子
】/

旟
旐
【
周
禮
司
常
】【
考
工
記
】/

侯
【
周

禮
司
裘
】【
鄭
氏
康
成
】【
陳
氏
祥
道
】/

【
周
禮
司

常
】【
考
工
記
】/

旄
【
朱
子
】/

旌
【
朱
子
】/

决

【
陳
氏
祥
道
】/
拾
【
陳
氏
祥
道
】/

鞞
【
朱
子
】

24
諸
國
世
次
圖

25
作
詩
時
世
圖

【
序
】
64
箇
所/

【
鄭

氏
康
成
】
20
箇
所/

【
孔
氏
穎
達
】
44
箇
所

/

【
朱
子
】

129
箇
所
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表
四　

欽
定
「
詩
傳
図
」
に
お
け
る
引
用
・
参
照
文
献
、
人
名
の
割
合

年
代

引
用
人
名
・
書
名

（「
作
詩
時
世
圖
」
を
除
き
全

167
箇
所
※
）

唐
以
前

鄭
玄
（
19
）/

孔
穎
達
（
13
）/

毛
萇
（
12
）/

考
工
記

（
7
）/

周
禮
（
5
）/

郭
璞
（
…
爾
雅
郭
注
5
）/

爾
雅

（
4
）/

許
慎
（
…
說
文
解
字
4
）/

陸
德
明
（
…
經
典
釋

文
2
）/

孫
炎
（
…
爾
雅
孫
注
2
）/

劉
熙
（
…
釋
名
2
）/

詩
（
…
詩
經
本
文
1
）/
國
語
（
1
）/

班
固
（
…
漢
書

1
）/

揚
雄
（
…
方
言
1
）/
陸
氏
璣
（
1
）/

賈
公
彥

（
1
）/

地
理
志
（
…
漢
書
1
）/
爾
雅
注
（
1
）/

唐
徐
彥

公
羊
解
（
1
）

84

北
宋

陳
祥
道
（
…
禮
書
31
）/

聶
崇
義
（
…
三
禮
圖
2
）/

蘇
氏

（
…
蘇
轍
詩
集
傳
1
）/

張
子
（
…
張
載
1
）/
曹
粹
中
（
…

詩
說
1
）

36

南
宋

朱
熹
（
31
）/

嚴
粲
（
…
詩
緝
4
）/

蔡
傳
（
1
）/
輿
地

圖
志
（
…
輿
地
紀
勝
1
）/

37

元

/

梁
益
（
詩
經
旁
通
…
1
）/

劉
瑾
（
…
詩
經
通
釋
1
）

2

明
清

胡
廣
詩
経
大
全
（
6
）/

周
斯
盛
（
2
）

8

※ 「
作
詩
時
世
圖
」
の
引
用
は
、
詩
の
「
正
変
」
や
百
二
十
九
首
の
成
立
年
代
に
つ
い

て
毛
傳
、
鄭
箋
、
孔
疏
と
朱
熹
の
説
と
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
三　

「
詩
経
大
全
図
」
と
欽
定
「
詩
傳
図
」
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て
い
る
か
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五
、
欽
定
「
詩
傳
圖
」
の
傳
播
と
衰
退

欽
定
「
詩
傳
圖
」
は
「
大
全
図
」
と
同
様
、
清
国
の
内
外
へ
と
広
ま
っ

た
。
例
え
ば
、
清
代
に
刊
刻
さ
れ
た
も
の
に
は
同
治
七
年
（
一
八
六
八
）

馬
新
胎
刊
本
や
杭
州
浙
江
書
局
刊
本
、
同
治
十
年
湖
北
崇
文
書
局
刊
本

な
ど
が
あ
る傔

。
ま
た
、
他
に
も
同
治
年
間
の
江
西
書
局
本
、
光
緒
年
間

の
戸
部
本
や
広
州
翰
墨
園
本
、
四
川
総
督
蘇
廷
伍
本
、
尊
經
閣
本
が
現

存
し
て
い
る僴

。
日
本
で
は
江
戸
時
代
に
大
島
桃
年
等
が
校
閲
し
た
金
沢

藩
明
倫
堂
刊
刻
本
が
あ
る僘

。

こ
の
よ
う
に
各
地
域
に
伝
わ
っ
た
欽
定
「
詩
傳
圖
」
は
、
勅
撰
書
の

圖
解
と
し
て
は
最
後
の
も
の
と
な
っ
た
。
欽
定
「
詩
傳
圖
」
が
刊
刻
さ

れ
て
よ
り
後
、
乾
隆
二
十
年
（
一
七
五
五
）
に
は
乾
隆
帝
勅
撰
『
欽
定
詩

義
折
中
』
が
完
成
し
た
が
、
圖
解
が
附
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
光
緒
三
十
一
年
（
一
八
八
五
）
科
挙
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
続

い
て
清
朝
が
滅
ん
だ
こ
と
で
、
公
的
な
解
釈
を
示
し
た
欽
定
の
經
書
を

編
纂
、
参
照
す
る
必
要
性
は
失
わ
れ
た
。
清
朝
末
期
か
ら
中
華
民
国
に

か
け
て
幾
種
か
出
版
さ
れ
た
石
印
本
『
監
本
詩
經
』
の
う
ち
、
宣
統
三

年
（
一
九
一
一
）
の
上
海
章
福
記
が
出
版
し
た
も
の
の
巻
頭
に
は
欽
定

「
詩
傳
圖
」
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
「
霊
台
圖
」
や
「
辟
廱
圖
」
な
ど
七

圖
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
欽
定
「
詩
傳
圖
」
が
『
詩
經
』
解
釈

の
理
念
か
ら
名
物
ま
で
を
総
体
的
に
圖
示
し
て
い
た
の
と
は
大
き
な
隔

た
り
が
あ
る兊

。
ま
た
、
同
年
に
小
安
楽
書
屋
が
刊
行
し
た
『
絵
圖
詩
義

折
中
』
の
巻
頭
に
は
「
十
五
国
風
地
理
之
圖
」
と
動
植
物
四
十
八
圖
が

附
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
、
勅
撰
書
の
翻
印
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

欽
定
「
詩
傳
圖
」
よ
り
採
ら
れ
た
の
は
地
理
圖
だ
け
で
あ
っ
た
。

南
宋
以
来
、
書
肆
や
学
者
の
手
を
経
て
改
訂
、
増
補
さ
れ
た
結
果
作

り
上
げ
ら
れ
た
勅
撰
『
詩
經
』
圖
解
は
、
科
挙
制
度
と
王
朝
と
い
う
存

在
基
盤
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
の
で
あ

る
。

お
わ
り
に

宋
元
以
来
、『
詩
経
』
図
解
の
多
く
は
科
挙
の
参
考
書
と
し
て
編
纂
さ

れ
て
お
り
、
本
論
で
取
り
上
げ
た
二
つ
の
勅
撰
図
解
も
科
挙
学
習
の
標

準
的
な
解
釈
を
示
す
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
。
そ
の
編
纂
目
的
は
如
何
に

統
一
さ
れ
た
解
釈
を
世
に
示
す
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

勅
撰
『
詩
経
』
図
解
の
解
説
は
朱
熹
の
解
釈
と
唐
以
前
の
傳
統
的
な
解

釈
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

一
方
、
図
は
す
べ
て
そ
の
ま
ま
に
受
け
継
が
れ
た
。「
大
全
圖
」
が
羅

復
と
劉
瑾
の
図
解
を
収
録
し
た
の
に
は
、
朱
子
学
を
重
視
す
る
状
況
や
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編
纂
者
胡
広
の
出
身
地
が
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
よ
り
時

代
を
隔
て
た
欽
定
「
詩
伝
図
」
の
編
者
に
と
っ
て
、
両
者
の
図
解
は
古

く
か
ら
伝
わ
っ
た
と
い
う
事
に
価
値
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
羅
復

と
劉
瑾
の
図
解
と
類
似
し
た
も
の
は
現
存
す
る
南
宋
の
『
詩
経
』
図
解

に
見
え
て
お
り
、「
三
代
の
旧
」
と
ま
で
は
言
え
な
く
と
も
、
よ
り
古
い

時
期
の
図
解
を
も
と
に
作
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

明
代
中
、
後
期
に
な
る
と
「
大
全
図
」
と
は
異
な
る
南
宋
の
「
指
南

圖
」
や
元
代
の
「
詩
経
図
」
が
翻
刻
さ
れ
た
。「
大
全
図
」
が
成
立
す
る

南
宋
か
ら
元
代
ま
で
の
過
程
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
に
、
か
え
っ
て
そ

の
原
型
で
あ
っ
た
宋
元
の
図
解
の
価
値
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
勅
撰
図
解
と
は
全
く
異
な
る
形
式
に
よ
っ
て
編
集

さ
れ
た
明
代
の
鐘
惺
『
詩
經
圖
史
合
攷
』
や
胡
明
勗
『
詩
經
集
成
圖
說
』、

清
代
の
徐
鼎
『
詩
經
名
物
圖
說
』
に
も
勅
撰
図
解
に
依
拠
し
た
ら
し
き

状
況
が
見
ら
れ
る
。

勅
撰
『
詩
経
』
図
解
は
、
そ
の
図
も
解
釈
も
独
自
の
見
解
を
示
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
基
準
と
し
て
宋
元
『
詩
経
』
図
解

の
翻
刻
や
新
た
な
図
解
の
編
纂
を
促
し
た
と
い
う
点
で
は
、
少
な
か
ら

ぬ
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
勅
撰
図
解
に
触
発
さ
れ
た
図
解
の
編

纂
活
動
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）
筆
者
論
文
「『
詩
經
』
註
釋
史
に
お
け
る
「
毛
詩
舉
要
圖
」
の
意
義
」

（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
四
集
、
日
本
中
国
学
会
、
一
四
三
～
一
五

五
頁
）
お
よ
び
「
詩
經
図
解
本
の
変
遷
―
宋
か
ら
明
初
ま
で
―
」（『
中
国

文
学
研
究
』
第
三
十
八
輯
、
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
、
一
八
～
三
六

頁
）
に
記
し
た
。
こ
の
二
篇
の
論
文
で
取
り
上
げ
た
八
種
の
圖
解
は
①

漢
・
鄭
玄
編
、
北
宋
・
歐
陽
修
補
訂
『
鄭
氏
詩
譜
』（
慶
曆
四
年
以
後
）、

②
南
宋
・
楊
甲
撰
、
毛
邦
翰
等
增
補
『
六
經
圖
』
中
の
「
毛
詩
正
變
指
南

圖
」（
楊
甲
の
編
纂
は
紹
興
年
間
、
毛
邦
翰
等
の
增
補
は
乾
道
元
年
）、
③

南
宋
・
建
安
書
肆
刊
『
監
本
纂
圖
互
註
重
言
重
意
互
註
毛
詩
』
卷
頭
附
録

の
「
毛
詩
圖
譜
」
及
び
「
四
詩
傳
授
之
圖
」（
孝
宗
の
在
位
時
）、
④
南

宋
・
建
安
書
肆
刊
『
毛
詩
圖
說
』（
孝
宗
の
在
位
時
）、
⑤
南
宋
・
建
安
書

肆
刊
『
纂
圖
互
註
毛
詩
』
巻
頭
附
録
の
「
毛
詩
舉
要
圖
」（
紹
熙
年
間
）、

⑥
元
・
盧
天
祥
建
立
「
六
經
圖
碑
」
中
の
「
詩
經
圖
」（
至
正
年
間
）、
⑦

元
・
羅
復
撰
、
雙
桂
書
堂
重
刊
『
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
』
卷
頭
の

「
詩
傳
圖
」（
至
正
二
十
八
年
）、
⑧
明
・
胡
廣
等 

勅
撰
『
詩
經
大
全
』
の

「
詩
經
大
全
圖
」（
永
楽
十
三
年
）
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
後
筆
者
が
調
査

し
た
足
利
学
校
蔵
の
元
・
至
正
十
二
年
書
肆
宗
文
精
舎
刊
『
詩
集
傳
』
に

あ
る
「
詩
圖
」
は
、
図
と
注
釈
と
も
に
⑦
「
詩
傳
圖
」
と
全
く
同
じ
も
の

で
あ
る
。

（
2
）
本
表
は
主
に
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
永
楽
年
間
官
刊
大
字
本
（
検
索
番

号
：
四
五
〇
函
六
號
）
及
び
内
閣
文
庫
所
蔵
の
成
化
七
年
刊
林
羅
山
手
校

本
（
同
：
二
七
五
―
二
五
二
）
に
よ
っ
て
作
成
し
た
。
両
書
の
図
解
は
全

く
同
じ
も
の
で
あ
る
。
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（
3
）
引
用
文
献
の
う
ち
、
唐
は
呂
才
『
刻
漏
經
』、
宋
は
燕
粛
『
蓮
花
漏
法
』、

陸
佃
『
礼
象
』、
陳
祥
道
『
礼
書
』、
王
普
『
蓮
花
漏
図
』
と
『
官
暦
漏
刻

図
』
と
い
っ
た
図
解
本
が
あ
る
。
注
一
の
筆
者
論
文
を
参
照
。

（
4
）
本
論
で
は
「
中
華
再
造
善
本
」（
国
家
図
書
館
出
版
社
）
収
録
の
元
・
至

正
十
二
年
建
安
劉
氏
日
新
堂
刻
本
影
印
本
（
原
本
は
張
金
吾
舊
藏
、
北
京

中
国
国
家
図
書
館
蔵
）、
靜
嘉
堂
文
庫
藏
元
刊
本
（
皕
宋
樓
舊
藏
、
一
函

二
二
架
）、『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
を
用
い
た
。

『
詩
傳
通
釋
』
に
二
図
が
収
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
清
の
于
敏
中
等
撰

『
天
禄
琳
琅
書
目
』
巻
五
「
詩
傳
通
釋
」
に
「
首
詩
大
序
、
次
經
傳
及
宋

儒
論
詩
之
言
。
外
綱
領
、
首
諸
國
世
次
圖
、
次
作
詩
時
世
圖
、
次
源
流
、

章
句
、
音
韻
、
詩
樂
刪
次
、
並
引
用
書
目
及
諸
儒
姓
氏
諸
篇
」
と
あ
る

が
、
筆
者
が
調
査
し
た
限
り
劉
氏
日
新
堂
刻
本
以
外
に
こ
の
二
図
は
見
え

な
い
。
靜
嘉
堂
文
庫
蔵
本
は
巻
前
の
序
な
ど
が
な
く
、
早
く
に
失
わ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

（
5
）
本
論
で
は
「
中
華
再
造
善
本
」
収
録
の
影
印
本
（
原
本
は
張
金
吾
舊
藏
、

現
在
は
北
京
の
中
国
国
家
図
書
館
蔵
）
を
用
い
た
。

（
6
）「
小
戎
」
詩
序
に
は
「
美
襄
公
也
。
備
其
兵
甲
、
以
討
西
戎
。
西
戎
方

彊
、
而
征
伐
不
休
。
國
人
則
矜
其
車
甲
、
婦
人
能
閔
其
君
子
焉
」
と
あ

る
。

（
7
）
同
様
の
注
釈
が
南
宋
刊
本
『
纂
圖
互
注
毛
詩
』
の
「
毛
詩
舉
要
圖
」
や
、

宋
の
王
應
麟
『
玉
海
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
巻
一
四
六

「
周
戎
車
」
の
小
字
注
に
見
え
る
。

（
8
）『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
十
六
「
五
經
大
全
」
に
は
「
有
元
一
代
之
說

詩
者
、
無
非
朱
傳
之
箋
疏
。
至
延
祐
行
科
舉
法
、
遂
定
爲
功
令
、
而
明
制

因
之
。
廣
等
是
書
亦
主
於
羽
翼
朱
傳
、
遵
憲
典
也
」
と
あ
る
。

（
9
）
凡
例
に
は
「
是
經
以
朱
子
集
傳
為
主
、
通
釋
所
采
諸
家
之
說
與
朱
傳
相

矛
盾
者
去
之
、
庶
無
惑
於
學
者
。
其
朱
子
語
類
、
文
集
暨
諸
家
之
論
有
所

發
明
者
、
今
皆
增
入
」
と
あ
る
。
延
祐
二
年
の
科
挙
再
開
は
明
・
王
圻

『
續
文
獻
通
考
』
卷
四
十
四
「
選
舉
考
」
等
に
見
え
る
。

（
10
）『
音
釋
纂
輯
』
凡
例
に
は
「
廬
陵
羅
君
中
行
、
博
學
而
善
記
」
と
あ
り
、

明
の
黃
虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』
に
は
「
字
中
行
、
廬
陵
人
」
と
あ
る
。
ま

た
、
朱
彝
尊
『
經
義
考
』
卷
一
百
九
十
一
「
李
氏
琪
春
秋
王
覇
列
國
世
紀

編
」
が
引
く
李
琪
自
序
に
は
「
今
廬
陵
羅
中
行
、
以
家
藏
善
本
梓
而
傳

之
」
と
見
え
る
。

（
11
）
許
謙
（
一
二
六
九
～
一
三
三
七
）
は
朱
熹
の
弟
子
黄
柏
に
学
ん
だ
人
物

で
あ
り
、
明
の
馮
從
吾
『
元
儒
考
略
』
巻
三
「
許
謙
傳
」
に
は
黃
溍
（
一

二
七
七
～
一
三
五
七
）
の
言
葉
と
し
て
「
程
子
之
道
、
得
朱
子
而
復
明
。

朱
子
之
大
、
至
許
公
而
益
尊
。
史
稱
、
何
基
王
栢
及
金
履
祥
歿
、
其
學
猶

未
大
顯
。
至
謙
而
其
道
益
著
」
と
あ
る
。

（
12
）
朱
彝
尊
『
經
義
考
』
卷
一
百
十
一
「
劉
氏
瑾
詩
傳
通
釋
」
条
は
『
萬
曆

吉
安
府
志
』
を
引
い
て
「
劉
瑾
、
安
福
人
。
肆
力
治
詩
、
其
説
宗
朱
子
、

而
間
出
其
所
自
得
。
又
考
正
諸
國
世
次
、
作
者
時
世
、
察
其
源
流
、
辨
其

音
韻
、
審
詩
樂
之
合
、
窮
删
定
之
由
、
為
詩
傳
通
釋
一
書
、
能
闡
發
朱
子

之
蘊
」
と
記
し
て
い
る
。

（
13
）
胡
廣
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
『
明
史
』
巻
一
四
七
の
伝
、
劉
瑾
は
『
詩

集
傳
通
釋
』
お
よ
び
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
の
同
書
の
条
に
よ
る
。

（
14
）『
詩
經
大
全
』
の
傳
本
は
多
い
。
筆
者
が
実
見
し
た
成
化
七
年
刊
本
は
国

立
公
文
書
館
蔵
（
請
求
記
号
：
江
二
七
五
―
二
五
二
）。
そ
の
他
、
建
寧
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書
戸
劉
輝
刻
本
は
浙
江
図
書
館
、
嘉
靖
二
十
七
年
宗
文
堂
刻
本
は
吉
林
図

書
館
や
南
京
図
書
館
、
徳
寿
堂
刻
本
は
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
（
請
求

記
号
：
一
〇
三
〇
五
）、
樹
駿
堂
刊
本
は
東
大
総
合
図
書
館
、
詩
痩
堂
刻

本
は
北
京
大
学
の
所
蔵
で
あ
り
、
各
図
書
館
の
目
録
に
よ
っ
た
。

（
15
）『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經
大
全
』
も
傳
本
が
多
く
、
年
代
・
刊
刻
者

の
明
確
な
も
の
に
は
万
暦
三
十
三
年
・
明
芝
城
建
邑
書
林
余
氏
刻
本
が
あ

る
。
本
論
で
は
こ
の
余
氏
刻
本
（
国
立
公
文
書
館
蔵
の
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵

本
、
請
求
記
号
：
別
〇
〇
三
―
〇
〇
〇
一
）
お
よ
び
早
稲
田
大
学
図
書
館

蔵
本
（
請
求
記
号
：
貴
重
書
庫
イ
一
二
―
〇
〇
〇
一
六
）
を
参
照
し
た
。

こ
れ
は
書
中
に
「
禮
部
左
侍
郎 
臺
山 
葉
向
高 

編
纂
」
と
あ
る
。

（
16
）
内
閣
文
庫
蔵
の
浅
見
絅
斎
校
訂
本
（
請
求
番
号
二
七
三
―
〇
一
八
五
）

を
参
照
し
た
。『
中
国
古
籍
善
本
書
目
』
經
部
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
八
五
）
に
よ
る
と
、
正
統
年
間
の
司
礼
監
刊
本
は
、
中
国
で
は
三
十
一

部
の
所
蔵
が
あ
る
。
ま
た
、
同
書
目
に
は
重
慶
市
圖
書
館
に
明
初
刻
本

『
詩
集
傳
』
と
「
詩
圖
」
が
あ
る
と
い
う
が
に
は
筆
者
は
未
見
。

（
17
）
明
・
万
暦
四
十
二
年
の
盧
謙
、
章
達
編
『
五
經
圖
』（
国
立
公
文
書
館
蔵

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
、
請
求
記
号
：
經
〇
三
七
―
〇
〇
〇
九
）
に
よ
っ

た
。

（
18
）
成
化
元
年
（
一
四
六
五
）
盧
陵
羅
氏
勤
有
堂
本
の
翻
刻
。
内
閣
文
庫
蔵

本
（
請
求
番
号
二
七
五
―
〇
二
五
二
）
を
用
い
た
。

（
19
）
隆
慶
三
年
『
五
經
大
全
』
の
翻
刻
で
あ
る
。
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫

蔵
本
（
請
求
番
号
：
一
〇
〇
九
〇
）
を
用
い
た
。

（
20
）
国
会
図
書
館
所
蔵
の
承
應
二
年
刊
本
（
請
求
記
号
：
八
五
三
―
一
六
二
）

を
用
い
た
。

（
21
）
顧
炎
武
『
日
知
録
』
巻
十
八
「
四
書
五
經
大
全
」
は
「
詩
經
大
全
則
全

襲
元
人
劉
瑾
詩
傳
通
釋
、
而
改
其
中
愚
按
二
字
為
安
成
劉
氏
曰
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
朱
彝
尊
『
經
義
考
』
巻
二
五
六
「
胡
氏
廣
等

四
書
大
全
」
や
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
十
六
「
詩
經
大
全
」
に
も
あ

る
。

（
22
）
清
の
瞿
鏞
『
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
書
目
録
』
卷
三
「
詩
集
傳
音
釋
」
に
は

「
黃
氏
千
頃
堂
書
目
始
著
於
錄
、
流
傳
頗
少
」
と
あ
り
、
そ
の
後
、
朱
彝

尊
『
經
義
考
』
巻
一
一
一
「
羅
氏
復
詩
集
傳
音
釋
」
に
は
「
曹
氏
靜
惕
堂

有
藏
本
。
乃
合
白
雲
許
氏
名
物
鈔
而
音
釋
之
」
と
あ
る
。
張
金
吾
『
愛
日

精
廬
藏
書
志
』
巻
三
は
本
論
で
用
い
た
国
家
図
書
館
所
蔵
の
至
正
十
一
年

雙
桂
堂
重
刊
本
（
注
四
に
既
述
）
を
著
録
し
て
い
る
ほ
か
、
傅
增
湘
『
藏

園
訂
補
郘
亭
知
見
傳
本
書
目
』
卷
二
「
詩
集
傳
名
物
鈔
音
釋
纂
輯
」
に

は
、
至
正
十
一
年
雙
桂
堂
重
刊
本
と
と
も
に
至
正
十
四
年
餘
慶
書
堂
刊
本

を
著
録
し
て
い
る
。
餘
慶
書
堂
刊
本
に
つ
い
て
筆
者
は
未
見
。

（
23
）『
詩
集
伝
通
釈
』
に
は
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
昌
平
黌
刊
本
が
あ

り
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
も
重
刊
さ
れ
た
。
と
も
に
官
版
。
ど
ち

ら
も
伝
本
が
多
い
が
、
本
論
で
は
国
立
公
文
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：
二

七
三
―
二
八
六
及
び
二
七
三
―
二
六
一
）
を
参
照
し
た
。

（
24
）
万
暦
七
年
『
七
経
図
』
焦
竑
序
に
は
「
成
祖
以
經
書
造
士
、
修
五
經
大

全
、
每
帙
率
冠
以
圖
象
…
學
者
不
能
目
類
以
求
之
、
甚
者
束
而
不
觀
」
と

い
い
、「
五
経
大
全
図
」
に
お
け
る
検
索
の
不
便
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
書
の
吳
繼
仕
序
に
は
「
國
家
頒
五
經
大
全
於
學
宮
。
抑
其
少
者
、

家
傳
宋
刻
六
經
圖
、
覈
義
既
精
、
圖
制
俱
古
」
と
あ
る
。『
五
経
図
』
に

つ
い
て
は
本
文
中
既
に
引
用
し
た
李
維
楨
序
に
よ
る
。
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（
25
）
筆
者
が
実
見
し
た
康
熙
三
十
五
年
本
と
康
熙
五
十
六
年
刊
本
は
国
立
公

文
書
館
蔵
（
請
求
記
号
：
経
二
九
―
二
及
び
経
三
〇
―
一
）。
前
者
は

『
詩
經
大
全
』
の
翻
刻
、
後
者
は
『
葉
太
史
參
補
古
今
大
方
詩
經
大
全
』

の
翻
刻
。
吳
郡
寶
翰
樓
本
は
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
（
請
求
記
号
：
Ｂ

六
〇
―
二
五
三
六
）。
古
吳
菊
遷
書
屋
本
は
山
梨
県
立
図
書
館
蔵
徽
典
館

旧
蔵
（
請
求
記
号
：
一
〇
八
一
徽
、
こ
れ
は
『
周
易
』
と
『
書
經
』
の
二

經
し
か
傳
わ
っ
て
い
な
い
）
で
あ
り
、
同
館
の
書
目
に
よ
っ
た
。

（
26
）『
清
史
稿
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
六
年
）
巻
一
〇
八
の
選
挙
志
に
は
、

順
治
二
年
に
科
挙
条
例
が
公
布
さ
れ
た
際
、
龔
鼎
孳
が
明
の
制
度
を
改
め

る
よ
う
上
奏
し
た
が
許
さ
れ
ず
、
旧
制
を
踏
襲
し
た
と
あ
る
。

（
27
）
清
初
か
ら
乾
隆
年
間
に
至
る
ま
で
の
勅
撰
經
書
の
編
纂
經
過
は
江
藩

『
國
朝
漢
學
師
承
記
』（
鍾
哲
整
理
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
巻
一
に

記
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）
雍
正
五
年
の
雍
正
帝
序
に
は
「
皇
考
聖
祖
仁
皇
帝
…
於
春
秋
、
詩
經
、

復
命
儒
臣
次
第
纂
輯
、
皆
以
朱
子
之
説
為
宗
。
故
是
書
首
列
集
傳
、
而
採

漢
唐
以
来
諸
儒
講
解
訓
釋
之
。
與
傳
合
者
存
之
。
其
義
異
而
理
長
者
、
别

為
附
録
。
折
中
同
異
間
、
出
己
見
、
乙
夜
披
覽
、
親
加
正
定
」
と
あ
る
。

同
様
の
こ
と
は
同
書
凡
例
に
も
見
え
る
。

（
29
）『
傳
說
匯
纂
』
凡
例
に
は
「
詩
有
譜
、
有
図
。
譜
以
臚
諸
國
世
次
而
考
其

時
代
、
圖
以
存
三
代
以
上
制
作
之
舊
。
古
人
左
圖
右
書
、
其
遺
意
也
。
今

略
存
之
、
其
中
有
辨
證
者
則
附
著
於
下
」
と
あ
る
だ
け
で
何
に
依
拠
し
た

か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
傳
說
匯
纂
』
の
雍
正
帝
序
に
も
関
連
す
る
記

載
は
な
い
。

（
30
）『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
十
六
「
五
經
大
全
」
に
は
「
迄
宋
末
年
、
乃
古
義

黜
而
新
學
立
。
故
有
元
一
代
之
說
詩
者
、
無
非
朱
傳
之
箋
疏
、
至
延
祐
行

科
舉
法
遂
定
爲
功
令
、
而
明
制
因
之
。
廣
等
是
書
、
亦
主
於
羽
翼
朱
傳
、

遵
憲
典
也
。
然
元
人
篤
守
師
傳
、
有
所
闡
明
、
皆
由
心
得
。
明
則
靖
難
以

後
蓍
儒
宿
學
畧
已
喪
亡
、
廣
等
無
可
與
謀
、
乃
剽
竊
舊
文
以
應
詔
」
と
あ

り
、
元
人
が
師
説
を
守
り
な
が
ら
発
明
す
る
点
が
あ
る
の
に
対
し
、
明
は

靖
難
の
役
以
降
元
代
の
学
あ
る
人
々
が
絶
え
て
、
そ
の
教
え
が
傳
わ
ら
な

か
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
31
）
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
図
譜
の
学
術
的
意
義
を
述
べ
た
北
宋
・
鄭
樵

『
図
譜
略
』（『
通
志
二
十
略
』
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）
の
「
原
学
」

に
初
見
。「
原
学
」
で
は
、
宋
代
ま
で
の
学
問
を
「
義
理
之
学
」
と
「
辞

章
之
学
」
の
二
つ
に
大
別
し
て
そ
の
弊
害
を
言
い
、「
図
譜
之
学
」
が
実

学
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
ま
た
、
注
十
六
で
引
用
し
た
明
代
の
李
維
楨

は
『
五
經
図
』
序
文
の
な
か
で
「
諸
家
書
容
有
穿
鑿
附
會
、
誖
謬
經
訓
。

圖
則
非
口
談
臆
、
决
實
與
經
相
發
明
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
32
）
馬
新
胎
刊
本
は
国
立
民
俗
学
博
物
館
牧
野
文
庫
（
Ｍ
Ａ
Ｋ
／
一
二
三
・

三
／
キ
ン
テ
）
な
ど
、
杭
州
浙
江
書
局
刊
本
は
中
央
大
学
（
一
二
三
・
三

―
Sh
三
四
）
等
の
所
蔵
、
両
書
は
関
連
書
目
に
よ
る
。
湖
北
崇
文
書
局
刊

本
は
国
会
書
館
蔵
（
一
八
〇
―
一
二
）
を
参
照
し
た
。

（
33
）『
中
国
古
籍
総
目
』（
中
華
書
局　

二
〇
一
二
年
）
經
部
に
よ
る
。

（
34
）
複
数
傳
来
し
て
い
る
が
、
本
論
で
は
内
閣
文
庫
蔵
本
（
經
八
二
―
一
）

と
東
京
大
学
総
号
図
書
館
蔵
本
（
Ｂ
60
―

622
）
を
参
照
し
た
。

（
35
）
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
：
Ｘ
〇
九
三
・
二
／
二
五
四
〇
・

二
三
／
Ｃ
二
）
を
用
い
た
。
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※ 
本
稿
は
平
成
二
十
五
年
度
科
研
費
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
17
世
紀
以
降
の
日
中
に
お

け
る
『
詩
經
』
図
解
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：25770137

）

の
成
果
で
あ
る
。

＊　
　

＊

作
　
者
‥
原
田　
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題
‥
《
詩
經
大
全
圖
》
與
《
詩
傳
圖
》—

關
於
明
清
時
期
敕
撰

《
詩
經
》
圖
解
之
編
纂
與
流
傳—

T
it le: Shi jing da quan tu

「
詩
經
大
全
圖
」and Shi zhuan tu

「
詩

傳
圖
」
―Illustrated E

xplication of the A
uthorized Shi jing

『
詩

經
』
―

摘 

　
要
‥
明
清
時
期
有
兩
幅
敕
撰
《
詩
經
》
圖
解
：
第
一
幅
是
明
太
宗

敕
撰
《
詩
經
大
全
》
的
附
錄
《
詩
經
大
全
圖
》，
第
二
幅
是
清
聖
祖

敕
撰
《
欽
定
詩
經
傳
說
匯
纂
》
的
附
錄
《
詩
傳
圖
》。
明
清
兩
朝
爲

了
統
一
《
詩
經
》
註
釋
而
編
纂
了
這
兩
幅
圖
解
，
并
將
它
們
頒
佈
到

全
國
學
宮
。
也
就
是
說
，
它
們
是
在
明
清
時
期
普
及
範
圍
最
廣
，
最

具
權
威
的
《
詩
經
》
圖
解
。
本
文
注
意
其
影
響
範
圍
之
廣
，
通
過
疏

理
圖
解
的
內
容
與
編
纂
背
景
以
及
傳
播
情
況
，
分
析
了
這
兩
幅
圖
解

在
《
詩
經
》
註
釋
史
上
之
意
義
。
從
說
明
的
角
度
來
看
，
兩
幅
圖
解

之
間
存
在
著
差
異
。
明
代
的
《
詩
經
大
全
圖
》
在
元
明
時
期
″
朱
子

一
尊
〟
的
學
風
下
，
其
說
明
也
幾
乎
完
全
沿
襲
了
元
代
《
詩
經
》
圖

解
的
重
視
朱
學
的
傾
向
。
清
代
《
詩
傳
圖
》
雖
然
也
以
朱
學
為
主
，

但
其
說
明
並
沒
有
像
《
詩
經
大
全
圖
》
那
麼
偏
頗
。
由
於
隨
著
學
風

的
變
化
，
它
的
說
明
中
已
顯
露
出
了
與
朱
學
同
樣
重
視
漢
唐
《
詩
經
》

註
釋
的
傾
向
。
然
而
，
就
其
圖
而
言
，
它
們
之
間
并
沒
有
區
別
。
總

之
，
敕
撰
《
詩
經
》
圖
解
的
編
纂
思
想
始
終
圍
繞
著
如
何
適
當
地
統

一
《
詩
經
》
名
物
的
說
明
這
一
點
，
圖
和
說
明
都
並
沒
有
發
明
新
的

內
容
。
但
是
，
敕
撰
《
詩
經
》
圖
解
的
廣
泛
普
及
促
進
了
一
些
宋
元

時
期
的
《
詩
經
》
圖
解
的
翻
刻
與
具
有
新
的
形
式
的
《
詩
經
》
圖
解
。

這
一
點
，
可
以
說
是
敕
撰
《
詩
經
》
圖
解
的
《
詩
經
》
註
釋
史
與
圖

解
的
編
纂
史
上
之
意
義
所
在
。

関 

鍵
詞
‥
敕
撰
經
書　

詩
經　

圖
解　

古
注
與
新
注　

敕
撰
經
書


